
『スヴャトスラフの文集』1073年-その文献学的特徴
若干について-

言語: jpn

出版者: 明治大学文芸研究会

公開日: 2009-02-02

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 岩井, 憲幸

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

http://hdl.handle.net/10291/1276URL



25

『ス ヴ ャ トス ラ フの文 集 』1073年

一 その文献学的特徴若干について

岩 井 憲 幸

1.は じ め に

『ス ヴ ャ トス ラ フの 文集 』1073年(H360pHHKCBHToc刀aBalO73ro照 。以

下1と 略 称 す る)は,年 紀 を有 す る ロ シ アの 写 本 中 第2番 目 に古 い もので あ

る。 そ の第1は 『オ ス ト ロ ミー ル の 福 音 書 』1056-57年(OcTpoMHpoBo

eBaHreπ 肥1056-57r.),そ の 第3は 『ス ヴ ャ トス ラ フ の 文 集 』1076年

(H360pH照CBHToc刀aBalO76r.),そ の第4は 「ア ル ハ ンゲ リス ク福 音 書 』

1092年(ApxaHre刀bcKoeeBaHre刀He1092r.)で あ る。 つ い で 第5.と して

「ノ ー ヴ ゴ ロ ド ・ ミネ ー ヤ』1095・96・97年(HoBropo且cKHec∬y}Ke6Hble

M朋eH1095-97rr.)が 続 く。

1は 今 日 《H360PHHK》 とい う名 称 で 呼 び 慣 らわ され て い るが,写 本 の 総

題 と も い うべ き箇 所 で は 《C7LBOP「b》 の 語 が 用 い られ て い る(後 述)。 ・今 日

1の 内 容 か ら考 え,後 世 のslavonに 用 い られ る 《H3BOPLNHK「L》 の語 を

そ の ま ま現 代 語 と して 用 い て 《H360PHKK》 と して い るの だ が,こ の語 は

《選 文集 》 の 謂 いで あ る。1は 聖 典 ・教 父 文 献 ・そ の 他 か ら の 《選 文 集 》 で

あ る。 は じめ ビザ ンテ ィウ ムの 《選 文 集 》 が あ り,こ れ が10世 紀 の 初 め,

ブル ガ リア に お い て シ メ オ ン帝(在 位893～927年)の 治 世 に,ギ リ シ ア語

か ら ス ラ ヴ語 に翻 訳 され た と考 え られ て い る。 た だ しと もに原 本 は伝 存 しな

い。 後者 の 写 本 の ひ とつ が1で あ る。1は そ の践 に従 え ば,1073年 にキ エ フ

に お い て大 倭 ス ヴ ャ トス ラ フ(1027～1076年)の た め に製 作 され た(後 述)。

す な わ ち 東 ス ラヴの 写 本 で あ る。

1は1817年,モ ス ク ワ 北 西 に あ る 男 子 修 道 院BocKpeceHcK舩HoBo-

HePca朋McK瞳MoHacTblpbに お い て古 文 書 学 者K.Φ.1{aπa触oB四(1792～
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1832)とn,M.CTpoeB(1796～1876)に よ って 発 見 さ れ た。 こ の 修 道 院 は

1656年 に総 主 教HMKOHに よ って礎 を築 か れ た。 ゆ え に1もHHKOHの 蔵 書 で

あ った と考 え られて い る。1834年,1は モ スク ワの宗 務 院 図 書 館('MocKoBcKaH

CHHo皿a刀bHaH6H6刀HoTeKa)の 蔵 と な り,1917年 以 降 モ ス ク ワの 国 立 歴 史 博

物 館(Pocy且apcTBeHH曲HcTopHqecKH孟My3eh)の 蔵 に帰 し,現 在 に至 っ て

い る。

1は 発 見 直後 か ら盛 ん に研 究 の対 象 とな った。1824年,Ka∬a吻OB四 は早

く もテ クス トの一 部 を 公表 して い るω。 この写 本 の研 究 の 基 礎 は,古 書 の蒐

集 家 と して 著 名 な 伯 爵H.n.PyMHHHeB(1754～1826)の 下 に あ っ た 教 会

史 家 ・文 献 学 者 のA.B.PopcK瞳(1812～1875)と 同 じ く文 献 学 者K.H.

HeBocTpyeB(1815～1872)に よ って1860年 代 に与 え られ た(2)。1880年,サ

ンク ト ・ペ テ ル ブ ル ク にお いて 古 代 文 学 愛 好 者 協 会 か ら1の 石 版 複 製 版 が 刊

行 さ れ た(3)。直 後 の1883年,ス ラ ヴ学 者0,M.Bo雌HcK舩(1808～1877)

は,テ ク ス トの 一 部 分 に ギ リシ ア語 ・ラテ ン語 のパ ラ レル ・テ ク ス トを付 し

て 刊 行 した(4)。1899年,A.Po3eHΦe丑 団 は ワル シ ャ ワに お いて1の 言 語 に つ

いて 完 全 な記 述 を な さん と試 み た(5)。

1973年,1の900年 記 念 祭 が レニ ン グ ラー ドで 開催 さ れ,そ の研 究 と出 版

に関 して プ ロ ジ ェ ク トが う ちだ され た(6)。 これ を う け て,1978年 ～1981年

に1の 修 復 が な さ れ,平 行 して写 真 に よ る分 析 研 究 が 実 施 され た。 修 復 後 の

1983年,JI,H.}KyKoBcKaHを 中心 と して写 真 複 製 版 が 刊 行 さ れ た(7)。さ ら に

1991年 ～1993年,ブ ル ガ リア でn.πHHeKoBを 中 心 に1に よ る シ メ オ ン の

《選 文 集 》 に関 す る大 きな研 究書 が刊 行 され た(8)。こ こ に は テ ク ス トと そ の

索 引 が含 まれ る。

研 究 史 を こ こで 略述 した が,新 しい もの を除 き残 念 なが ら主 た る テク ス ト ・

文 献 は入 手 困難 で あ り,筆 者 に は未 見 で あ る こ とを こ とわ って お か な けれ ば

な らな い。

2.研 究の目的と底本

筆者 らはここ数年間の研究において,『 アルハ ンゲ リスク福音書』 におけ

る東スラヴ語的特徴の現れ方に,古 代教会スラヴ語か らその地方的変種への

変容の初期状態と,同 時に古代 ロシア文語成立の第1段 階を観察 してきた(9)。

今回は,年 代は約20年 遡 るものの,『 アルハンゲリスク福音書』が聖典であ
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る の に 対 し,非 聖 典 で あ る1を と り あ げ,そ の 東 ス ラ ヴ 語 的 特 徴 に 上 記 の 段

階 を 観 察 し よ う と す る も の で あ る 。

研 究 を 開 始 す る に あ た り,1の,こ と に 古 文 書 学 的 事 項 と 一 般 に 知 ら れ て

い る 言 語 的 特 徴 に つ い て あ らか じ め 筆 者 な り に ま と め か っ 略 述 して お き た い 。

な お,今 回 の 研 究 に お い て も フ ァ ク シ ミ リ版 を 使 用 し た い 。 幸 い,上 掲 の

如 く 刀.H.}KyKOBCKaHを 中 心 と して 次 の 版 が 刊 行 さ れ て お り,筆 者 ら も こ

れ に 依 る も の と す る 。

H360pHMKCBHTocπaBalO73roux;ΦaKcHMH∬bHoe肥 皿aHHe,MocKBa,

《KHHra》,1983.

本 書 に は 次 の よ う な 解 説 が 独 立 し て 別 本 と し て 附 さ れ て い る。

H360pH照CBHTocJlaBa1073ro丑a;HayqHbl疏annapaTΦaKc聾MHJIbHoro

H阻aHKH,MocKBa,《KHMra》,1983.[以 下Zと 略 称]

これ も上 掲 し た が,次 の 書 も活 用 す る。

CHMeoHoBc60pHHK(noCBeTocJlaBoBHHHpenHcoT1073r.),T.1-3,Ho員

06田aTapeπaKuHHHaaKa血.n.11HHeKoB.;T.1:H3cJIe且BaHHHNTeKcT,CoΦHH,

1991;T.2:PeqHHK一}m皿eKc,CoΦHH,1993.

本 書 は,当 初 全3巻 の 予 定 で あ っ た が,今 日迄2巻 の み が 刊 行 さ れ て い る。

3.古 文書学的事項

次 に,こ れ 迄 の研 究 成 果 に の っと り フ ァ ク シ ミ リ版 に よ って,古 文書 学 的

な事 項 を記 述 して ゆ く。 こ こ で は主 にCBo且Hb助KaTamrc刀aBHHo-pyccKHx

pyKonHcH同xKHKr,xpaHH田Kxc兄BCCCP,H3瓦 一Bo《HayKa》,M.,1984.(以 下K

と略 称),さ らに上 記Zに よ る。

1は 今 日,ロ シア 国立 歴 史 博 物 館 に蔵 され る(CHH.1043(CKH.31-p))。 羊

皮 紙 に よ る写 本1冊 。 大 き さ33.6×24.8cm。 全266葉 。 た だ し途 中 欠 葉 あ

り。 ま た い くつ か の ミニ ア チ ュ ー ル を含 む。

本 文 は毎 半 葉 左 右2欄,1欄29行 。 字 体 は ウ ス タ フ体 を 用 い る。copyist

は2人 。 第1のcopyistの 名 は 《朋aK》HoaHH,第2のcopyistの 名 は 不 明

で あ る。 前 者MoaHHが この写 本 製 作 の リー ダー と考 え られ る が,copyist2

名 の 分 担 は次 の よ うに な って い る。 す な わ ち そ れ ぞ れ の筆 跡 が次 の 箇所 に認

め ら れ る 。(な おpaginationに つ い て は3.3を 見 よ 。 今 現 行 の そ れ に 従 う。)亀

第1のcopyist,《 丑HaK》HoaHH:4-86a<,o,の15行 半 ば(原 文
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〈CTBMH・ 〉迄),263γ の23-29行(践 文),263δ の1-2後 半 部 分,

264α25行 一266β;lvの ミニ ア チ ー ル の標 題4お よ び129の 飾 り内

の文 字,250v-251の 《十 二 宮 》 の各 名 称 。

第2のcopyist:86α15行 半 ば 一264.(た だ し263γ23-29行 践 文,

263δの1-2後 半 部 分,す なわ ち第1のcopyistの 部 分 を除 く。)

な お,第1のcopyistは さ らに 目次,第1綴(11)か ら第12綴 初 め に か け て

の章 の番 号 付 け,写 本 全 体 に わ た りテ ク ス ト内 ・欄 外 に お け る多数 の訂 正 を

行 な って い る。 一 方,第2のcopyistは 第12綴 途 中 よ り第35綴 迄 の 章 の 番

号 付 け を行 な って い る。

3.1加 筆 ・訂正 等

さ らに,テ クス トに 関 し次 の よ うな後 世 の加 筆 お よ び訂 正 が存 在 す る。

①127γ 一δ:13世 紀 の 加 筆 。

②8v,10v,ll,38,122v,237v-240v:15世 紀 の加 筆 。

③254Q:13世 紀 の 章 題 訂 正 加 筆 。

テ クス トに 直接 か か わ らな い書 き込 み に は次 の もの が あ る(1.)。

①1:KOPMqaH[17世 紀 の草 書 で,二 度 くりか え し書 か れ て い る。Kに

よれ ば,修 復 の 際 と り は らわ れ た羊 皮 紙 上 に,14～15世 紀 の テ ク ス ト

が23行 あ る と い う。

②44v左 欄 外 た て に:1・}K[Kに よ れ ばll世 紀 の ウ ス タ フ体 で。]

③122δ 章 末 飾 り下 に:翫roBもpHblH・:¶ 丘o∬田6HBbIHcBA皿eHblH陀 面b

.丑MωHHcHM・ncpBoE60刀IHHMb(免1江o刀}KcHb・HIToc〔6行 。Kに よ れ ば

12～13世 紀 の ウ ス タ フ体 で 《bon田HMb》 以 下 γ欄14・15行 の テ ク ス ト

の く りか え し。]

④241下 欄 底 部:roperopeoyxboyxb一 ・[以下 切 断 。 全1行 。Kに よ

れ ば14世 紀 末 ～15世 紀 初 め の ウ ス タ フ体 で。]

⑤263v上 欄 上 端:HoKy田aBHIHqepHHπacero丑06po∬ も…[最 後 部 分 の

み複 製 本 で はか ろ う じて認 め られ る。 全1行 。Kに よ れ ば14世 紀 末 ～

15世 紀 初 め の ウ ス タ フ体 で。 … 以下 は切 断 され て い る。]

⑥265v下 欄,ニ ス で 染 ま って い る部 分:…c…Hca…[Φehopacb

鵬TbM…[一 部 分 と くに後 半 の み か ろ う じて認 め られ る。 後 部 切 断 あ り。

2行 。Kに よ れ ば12～13世 紀 の ウ ス タ フ体 で。]

⑦266下 欄,ニ スで 染 ま って い る部 分:TAra刀bcAToMH恥cb鵬BbKo…
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EcMblTaK…aT…Tbro几 … 加 几MHTpoBa皿 …[全3行 。Kに よ れ ば12～13

世 紀 の ウ ス タ フ体 で 。 な か ば 消 さ れ て い る。]

⑧266δ.ヒ 方:rHo…MrH・noMo3Hpa6ycBo℃[2行 。Kに よ れ ば14

世 紀 末 ～15世 紀 初 め の ウ ス タ フ 体 で 。]

⑨266δ 下 方:rHicxc・cHe6}KH・noMiπyMA・rpも 田bHo…[全2行 。K

に よ れ ば12～13世 紀 の ウ ス タ フ 体 で 。]

3.2践 と成 立 年

263γ の26～29行 に次 の よ うな 第1のcopyistの 践 が あ り,こ れ に よ って

1が1073年 に ス ヴ ャ トス ラ フ大 倭 の た め.に書 か れ た こ と を示 して い る(13)。

BT)JI7BTO・ 多SΦnA・NAHHCAIωANNT)皿HAH:T)H3BOPbNI4Kも

cL・BEJIHK:oyoyMoyKNA310cTocJIABoy:一[[天 地 開 聞 暦 の]

6581年[=西 暦1073年]に 《輔 祭 》 イ オ ア ンが大 侯 ス ヴ ャ トス ラ フ に

この 文 集 を 書 い た。]

3.3欠 葉 とpagination

元 来1は1綴(TeTpa几b)各8葉 か らな り,全35綴 で あ った。 しか し今 日,

元 来 の 第18綴 が失 わ れ,さ らに 他 の・部分 で も欠葉 を生 じて い る と さ れ る。

ま た後 代 の 修 復 等 に よ り,元 来 の位 置 か ら誤 った位 置 に移 動 し綴 られ た こ と

もあ った が,今 日で は各 々本 来 の位 置 に戻 され か っ 綴 られ て い る。 た だ し,

今 日versoに ス ヴ ャ トス ラ フの家 族 像 の ミニ アチ ュ ール を 有 す る第1葉 は,

本 来 第1綴 に は属 さな か った と い う。

実 の と こ ろ,KとZで は欠 葉 に関 し1点 小 異 を 有 す る の だ がvia;,内 容 を

勘 案 し,フ ァ ク シ ミ リ版 に従 って 話 せ ば 次 の よ うに な る。 数 字 は現 在 の葉 番

号 を示 す。

①4・5間 で2葉 欠。

②7'・8間,11・12間 で 各2葉,計4葉 欠 。

③127・12E間 で1葉 欠。

④130・131問 で1す な わ ち8葉 欠。 以上 合計15葉 欠 。

この う ち③ はKに 従 った が,こ れ をZは 認 め て い な い。Kは127verso

の テ クス トを13世 紀 ウ ス タフ体 に よ る書 き足 し と して い る か ら(こ の点Z

も同 じ),13世 紀 テ ク ス トの続 きの1葉 が欠 落 して い る の か も しれ な い 。Z

は後 者 す な わ ち13世 紀 テ ク ス トの続 き1葉 を,本 来 の葉 で は な い ゆ え に,
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これ を 欠 葉 と誌 さ な い のか も知 れ な い。 こ うみ て く る と,Kに 従 え ば,13

世 紀 の葉 も含 め て,1は 全281葉 で あ った と い う こと に な る。 一 方,Zに 従

え ば,1は 全280葉 で あ った。 筆 者 に は,1が 全35綴 で あ っ た とKは 述 べ て

い るか ら,1綴8葉 と して,全280葉 とな り,こ れ にの ち1葉 が 加 わ り,127

versoの テ ク ス トの 続 きが 書 か れ て い たが,さ らにの ち に脱 落 して失 われ た,

と解 す べ きで あ ろ うか 。 な お上 記 ① は第1綴 内,② は第2綴 内,③ は 第17

綴 内 で の こ とで あ る とKは い う。

今 日 で は1の 各葉recto右 上 隅 に手 書 きに よ る葉 番号 が付 され て い る。 こ

れ は フ ァク シ ミ リ版 で も容 易 に確 認 で きる。 だ が,一 部 に お い て3種 あ る い

は2種 と複 数 の葉 番 号 を有 す る箇 所 が存 在 す る。 結 論 的 に は,複 数 の数 字 が

示 され る場 合,お お む ね も っ と も右 上 隅 に書 か れ て い る葉 番 号 が正 し い(た

だ し複 数 書 か れ て い て も同 じ ノ ン ブル の場 合 は 問 題 は な い)。 今 日 の 第1葉

が,本 来 の第1葉 で は な か った こ とは上 述 した が,他 の場 合 に お い て も,本

来 の場 所 か ら誤 った場 所 に移 され て い た葉 が い くつ か存 在 して い た と い う。

これ が,1978～1981年 の 修 復 の折,正 さ れ,今 日の 形 態 に お ち つ い て い る

と い う。 葉 の 乱 れ は,第2綴 と第3綴 で,第16綴 と第21綴 に お いて 生 じて

い た ら しい。 詳 細 は省 略 す るが,次 の 表 の よ う に今 は正 され て い る。 表 下 段

が現 在 の ノ ン ブル で あ り,`も っ と も右上 隅 に付 され た 番号 で あ る。

第2綴 第3綴 第16綴 第2]綴

19Cの
"

ノ ン ブル
・i1・illil2 14i15…16i・i13

ii
l4gil5・;151:152

…

118:119;120:121

現在の
"

ノ ン ブル
・i・i1・i11

:

12i13il4i15i16ii
l18illgil2・i121

,印1

14、 …15。:151:152
iii

3.4装 釘 。料 紙 ・ミ ニ ア チ ュ ー ル

Kに 依 れ ば,1は1981年 の 修 復 時 迄 ビ ロー ドを は っ た板 製 の 表 紙 を 有 し

て い た とい う。 修 復 時 に これ が はず され,新 しい表 紙 につ けか え られ,旧 の

板表 紙 は保 存 に まわ され た。

料 紙 はす で に述 べ た よ うに羊 皮 紙 で あ るが,過 去 と1981年 の 修 復 時 に紙

も使 用 され て い る模 様 で あ る。 残 念 なが ら,こ の点 は複 製 本 で は しか と認 め
'る

こ とが で きな いの で,詳 述 で き な い。

1の ミニ ア チ ュ ー ル は,古 代 ロ シア文 化 に と り大 き な価 値 を有 す る とい う。
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美 術 史 的事柄 は こ こで は言及 で きない。写本 上 の事項 に限定 す る。 ミニ アチ ュー

ル は次 の2っ 。

④1v:大 侯 ス ヴ ャ トス ラ フ と その 家 族 像

⑤2:キ リス ト像

2図 と もに金 の顔 料 を用 い る。④ に は図 の上 に(こ こに は3行 の 文字 あ り。

そ の第3行 に)次 の よ うな各 像 の名 前 を金 文 字 で 標 記 す る。

・:・rbJIおBb・OJILrb・1エAπ ・PωMANb・IAPOGJIAB〔 』・KNArLINH・

CTOCJIA。:・BL・

第3の 名 は 〈刀ABH皿lb>,第7の 名 は 〈CBATOCJIAB'L>の 略 で あ る。 第

6は 〈王 妃 〉 の意 。

⑤ は像 の左 右 に次 の 〈イ エ ス ・キ リス ト〉 を表 わ す朱 の 略 字 を も ち,そ の

外 側 に それ ぞ れ孔 雀1羽 計2羽 を描 く。

ICXC

なお,④ を含 む現 在 の第1葉 は,1の 発 見(1817年)直 後 本 体 か ら切 り離

され て,長 ら く別 に保 存 され て い た と い う。

⑤ ⑤ の ミニ ア チ ュ ー ル に準 ず る もの と して次 の もの を あ げ う る。

◎2v:践 文 を囲 む飾 り枠

⑥3-3v:装 飾 扉

⑥128-128v:同 上

①7:巻 頭 飾 り

◎127:同 上

これ らは いず れ も ビザ ンテ ィウ ム様 式 と認 め られ る と され る。 ◎ はcopy-

istに よ る践 文 その 内 容 は ス ヴ ャ トス ラ フへ の 讃 を と りか こ む二 重

の飾 り枠 で,枠 内 に は円 紋,枠 外 に は孔 雀 や 他 の 鳥 が 描 か れ る。 金 の顔 料 を

ふ ん だ ん に使 う。 な お金 文 字 の践 文 は2vの この 枠 内 で 終 わ らず,2rの キ リ

ス ト像 上 の3行 に続 い て終 わ る。⑥ は1の 前 半 部 分 の 扉 と もい うべ き もので,

様 式 化 され た聖 堂 の 断 面 図 で あ り,堂 中 に一 群 の聖 人 た ち が描 か れ る。3で

は前 面 に7人 が描 か れ,後 に13人 の 頭 が 見 え る。3vは 前 面 に7人,中 段 に

7人,後 方 に5人 。 こ こで も金 の顔 料 が 用 い られ,と も に孔 雀 と そ の 他 の 鳥

が 周 囲 に描 か れ て い る。 ⑦ は⑥ に続 く前 半 部 本 文 冒 頭 の 四 角 い飾 り。 上 方 に

孔 雀,脇 と葉 の下 欄 外 に鳥 と花 を描 く。 ◎ は後 半 部 分 の 扉 で あ る。 や は り様

.式化 さ れ た聖 堂 の 断面 図 で あ り,塔 上 に十 字 架 を もつ 。128-128vで は一 群

の 聖 人 が 堂 内 に描 か れ る。128で は前 列7人,う しろ に11人 。128vで は 前
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列7人,後 列5人 。④および◎のこれ らの聖人たちは,1に 掲載 される文章

の著者であるらしい。◎ は128で は鳥と兎,128vで は孔雀 と鳥が堂の周囲

に描かれる。@は ◎に続 く後半本文冒頭の四角い飾りである。その上方にラ

イオン,脇 に鳥を描 く。下方欄外には人間を中心として,左 右に兎と豹が描

かれている。いずれも金の顔料をよく用いている。

① と@に 呼応するものとして,次 の2つ がある。すなわち⑪ は①の章末

飾 り,① ①は@の それである。

⑤122δ:章 末飾り(植 物紋に二羽の鳥を配する)

①263γ:同 上(2羽 の鳥を描 く)

①266β:同 上(2頭 の豹を描 く)

次の ものは欄外に描かれた十二宮図である。 ここでは金の顔料を用いてい

ないが,彩 色されており,各 官名を表示する。

⑮250v-251:十 二宮図

他に①62右 欄外には天使か聖人の線描があり,㊥264左 欄外に犬のような

動物を描 く(手 彩)。⑪266下 欄に2匹 の豹か。朱 の線描だが,消 えかか っ

ている。

大型の飾 り文字は4と129各 本文初めに存する。金の縁 どりで,赤 や緑で

採色 される。中型の飾 り文字 は主 に金あるいは朱で縁 どりされ,中 の空間に

は色が施されない。小型の飾 り文字は金あるいは朱で書かれる。

4.内 容

1の 内容 は百 科 全 書 的 で あ る。 教 父 た ち の 文献 ・聖 典 か らの 抜 粋383の 項

目か らな りた つ。 そ の 主 た る もの は聖 人 に して教 会 著述 家 シ ナ イ の ア ナ ス タ

シ オ ス(Anastasios,?～700年 頃)の 『問 答 集 』 で あ る。 いず れ にせ よ キ リ

ス ト教 徒 を 神学 ・哲 学 ・自然 科 学 へ と誘 う書 物 とな って い る。

1は 上 で す で に述 べ た よ うに前 後2部 か らな って お り,そ れ ぞ れ 扉(上 記

④ ◎)と 巻 頭 の 飾 り(①@)を 有 す る。 そ して そ の飾 りの内 に そ れ ぞ れ次 の

よ うな標 題 を含 ん で い る の で あ る。[合 字 が あ るが 単字 に 戻 して 引 用 す る。]

4㊦ の 中 に全8行 で:ClbBOPFLOTIb通NOrbOHL・Tlb刀KlOBANmA・

ONCPA30yMbNbMXbCJIOBCCLXT)・BbCyAFrCJIHHHBbAnJIも ・

HBbMNもXLKN珂rAXb・BbKPATLUもCb皿0}KCNA・NArlAMATb・

HNArOTOB'LOTIbBもT'b・ … ・:・FHBJIFOCJIOBHOqC:～ ・・[多 く
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の教 父 た ち か らの[こ とば の]集 成,[す な わ ち]記 憶 す る た め に ま た答

え る準 備 の た め に簡 潔 に編 ま れ た,福 音 書 の 中,ア ポ ス トル の 中,そ の他

の書 物 の中 にお け る難 解 な こと ば につ い て の解 釈[の 書]。[中 略]父 な る

主 よ,祝 福 を たれ た ま え。]

後 段2行 は文 字 の 消 え て い る部 分 が 多 く,省 略 に従 った が,い ず れ にせ よ,

こ の標 題 は1の 全 体 を示 す い わ ば総 題 とみ て よか ろ う。

つ いで 後 半 冒頭@の 内 に は次 の よ うに あ る。

129◎ の中 に全6行 で:〈>COπ ωPHTOBOOT7BNCPA30yハ4BNLIHX「L・

rHBJIFOCJIOBH・:・OqC・:・[難 解 な こ と ば の うち テ オ ドレ トス[の 解釈]。

父 な る主 よ,祝 福 を たれ た ま え。]

こ の題 は,ギ リセ ア の教 父 に して 司 教 か っ 大 神 学 者 キ ュ ロ ス の テ オ ドレ ト

ス(Theodoretos,ca.393～466年)を 代 表 と し て と り あ げ る こ と に よ り,

後 半 部 の 標 題 と した もので あ ろ うか 。

次 に著 者 と内 容 にっ き詳 細 な 目次 を作 成 す べ き で あ るが,多 岐 に亘 るた め,

ま た紙 幅 を相 当 に費 や す た め に別 稿 に譲 りた い 。 ロ シ ア語 に よ る も の はZ

に掲 載 され て い るの で,今 は これ に就 か れ ん こ と を望 む㈹ 。

5.文 字と言語の特徴'

5.1文 字 ・字 体

文 字 およ び字 体 に関 して,と りた て て 言 うべ き こ と は さ ほ ど な い が,箇 条

書 き にす る㈹。

1)文 字 と して10CHは,A・ 吊 お よ びjotaの つ い たIA・ 囁 が 用 い られ

る。 さ らに,jotaの つ い た も が 存 在 す る。 この 音 価 に つ い て は検 討 を

要 す る。

70γ10CBOC控);169δ211CH}

2)「bIはHお よ びHの2字 体 を 有 す る。

139γ26C7)INT);Iris,CbINb

3)Jr・Hな ど右 肩 に カギ を有 す る字 体 が 存 す る(後 述)。

8γ25正ABJrlA正CTCA;8728MCH1)JINAIA

4)合 字 が わ りあ い頻 繁 に用 い られ る。

5)い わ ゆ るspiritusは 形 と向 きの上 で 何 種 類 か 認 め ら れ る が,い ず れ

に せ よ母 音 に施 さ れ る もの は無 意,子 音 に施 され る もの は有意 で あ り,
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後 者 は お お くの場 合jersの 省 略 を示 す。

118α29MNHTLCA;44α111C河;12qβ12PA3刀 四NA

5.2言 語 的 な特 徴 ・

次 の よ う なrusizmが テ ク ス トに 表 わ れ て い る 。 若 干 を 掲 げ る の に 留 め る。

音 と綴 り で は,

1)10Cb1の 誤 っ た 表 記 。

43α21瞳NOHIAcf.78δ29x)NO皿A「;42γ70yNOHIA

2)語 頭 に お け るOCSIo一,c一 に 対 応 す るoy一,o一 の 綴 り。

137δ22yPT)cf.OCSK)Plb

203γ170}KCcf.2v22C}1{C

3)共 通 ス ラ ヴ語 の*djに 対 し}K,*tjに 対 しqで 現 わ れ る 。

99γ28MC}K革cf.137δ15MC}KπOy

54(31]TPenCqOy皿TAcf.341]TPCHC皿TOyHITAArO

4)・ 共 通 ス ラ ヴ 語 の 子 音 間 の 流 音(r/1)+jers(L/b)の 結 合,す な わ ち

*try/rbt
,*tlb/lbtは,tb/brt,tb/bltと 現 わ れ る 。

31β27CbM正)PTb

32δlCbP2ユ 正)IIC

60γ3BbJI'NOy吊mTCCCA

形 態 で は,

5)動 詞 の3人 称 ・単 数/複 数 ・現 在 が 一TLで 終 わ る 。(cf.OCS-Tb)

47δ22πLJIAICT正 〕106γ14丑'B∫IAE五TL

6)*o-stemの 名 詞 に お け る単 数 ・造 格 は ・lbMb/一BMBで あ る 。(cf.OCS

-OM正)/一CML)

94α20AHJIbMb222/311-120TBHbMb

156δ13CHもMLた だ し,216γ14CbIHOMb

7)*a-stem等,軟 音 変 化 に お け る単 数 ・生 格,複 数 ・主 格 あ る い は 対 格

に 一も の 語 尾 が 存 在 す る(17)。

15δ17-18AAIC丑HNblHOTCTPOHHも

7079-1CB正)CCrOCBOCH～

155610-11POπHCAOTT)NCも

169δ20-21BbπOMOyNeMJIbqHTCNO3も}C笛

156β7nPHIcMJIAIIoy皿7LqcJloB'BqLcK7LI
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8)人 称 代 名 詞TOES,cosyの 形 が存 す る。cf.OCS形TEES,CCB'L.

155δ1Toss[生 格]

181δ16Toss[与 格]

163δ19TOES[処 格]

22α18cosy[与 格]

223δ27cosy[処 格]

総 じて,1の テ クス トは全 体 と して は伝 統 的 なOCSに 依 り な が ら も,部

分部 分 で 東 ス ラ ヴ語 化 が 進 行 した テ ク ス トで あ る と み られ る。

6.む す び と して

先行の研究に従い,か っ複製本で跡づけられる点はこれをなぞりっっ,わ

たくしに 「スヴャトスラフ文集』の文献学的特徴を若干記述 した。今後はさ

らに細部にわたり,さ らに数量的にも,古 代ロシア文語の揺藍期の第2期 を

描かねばならない。その際,筆 者 らの先行研究である 『アルハ ンゲリスク福

音書』 との比較は不可欠である。詳細は次の稿に譲るとしたい。

《注 》

(1)N:.Φ,KaJla厳 丑oB胚q,HoaHH3KcapxBoJlrapcK匹1厳:HccJle江oBaHMe,06bHcH別oulee

HcTopHのc刀oBeHcKoroH3blKaH朋TepaTypblIXHXcTo刀eT戚,M.,1824.

(2)A.B.ropcKH前 一x.H,HeBocTpyeB,On闘caHMec丑aBHHcK盟xpyKonHce前1>locKoBcKo前

CHHo皿aJIbHo鋳(naTpHapmeの6盟6JIHoTeKM,T,5,0T丑.3,].1{:HHrH60rocJly}Ke6Hble,

M.,1869,

(3)レ1360pHHKBeJMKoroKHH3HCBHTocJlaBaHpocJlaBHqalO73r.H}K且HBeHHeMC.

T,Mopo30Ba,レ13且.0∬ 皿H,Cn6.,1880.

(4)[O.M.Bo瓦HHcKH画],レ1360pH胚KBeJMKoroKH兄3HCBHTocJlaBaHpocJlaBHqa

1073r.,crpeqecKHMHJIaTHHcK斑MTeκcTaMH,cnpe艮 町cJloBHeMB.B.BapcoBaN

3anHcKoK)A.JI.Ax)BepHya.:qTeHMHOM皿P,1883,KH.4.

(5)A.Po3eHΦe月b丑,H3blKCBHTocJlaBoBac60pHHKalO73r.:PyccK廻 向 ΦHJIoJlorHqeckH血

BecTHHK,Bap田aBa,41,1899.

(6)そ の 成 果 の 一 部 が 書 に 纏 め ら れ て い る:AHCCCP,H360pHHKCBHToc刀aBa

1073r.,レ13且 一Bo《HayKa》,M,1977.

(7)次 節2.参 照 。

(8)次 節2.参 照 。

(9)岩 井 憲 幸 ・服 部 文 昭 『古 代 教 会 ス ラ ブ 語 の 地 方 的 変 種 か ら 古 代 ロ シ ア 文 語 の

萌 芽 に か か わ る 研 究 「ア ル ハ ンゲ リ ス ク 福 音 書 」 を 中 心 と し て 一 』(平

成7年 度 ～ 平 成9年 度 科 学 研 究 費 補 助 金(基 盤 研 究(c)(2))研 究 成 果 報 告 書),
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平 成10年3月;岩 井 憲幸 ・服部 文 昭 「古 代 ロ シア文 語 の萌 芽 期 に お け る特 性

の研 究 「ア ル ハ ンゲ リス ク福音 書 」 を 中 心 と して一 』(平 成10年 度 ～ 平

成13年 度 科 学 研究 費 補助 金(基 盤 研 究(c)(2))研 究 成 果 報 告 書,平 成14年3

月。

(10)以 下 葉 数 等 は次 の 記 号 で 示 す:vverso,αrectoの 第1欄,β

rectoの 第2欄,γversoの 第1欄,δversoの 第2欄 。rectoは 必要 の

な い 限 り記 さ な い。 した が って86α は,第86葉 の オ モ テ の第1欄 を示 す 。

(ll)古 代 ロ シ ア の本 も何 業 か の 羊 皮 紙 を ひ と ま とめ に して 一 度 綴 じ(こ れ を

TeTpa恥 と い う)た 上,そ れ らを重 ね て1冊 の本 に装 釘 す る。

(12)以 下 の 引 用 で は,11世 紀 の もの は大 文 字 で,12世 紀 以下 の も の は小 文 字 で

引 用 す る。 な お 原 文 は ほ.とん ど分 か ち書 き され て いな い が,こ れ を 分 か ち書 き

し,母 音 文 字 上 の い わ ゆ る ス ピ リタ スの 類 は省 略 して 引 用 す る。

(13)1の 本 文 の 引用 は大 文 字 に よ る。 分 か ち書 き ・ス ピ リ タス の省 略 は上 に 同 じ。

(14)K:op.cit.p.36;Z:HayqHbl血a皿apaT.cTp.41一.

(15)L:HayqHH前aHnapaTcTp.41一;CHMeoHoBc60pHHK:cTp.194一.な お,後 世 の

関 連 写 本 との 内 容 の 比 較 につ いて はCHMeoHoBc60pH照cTp.39一 を 見 よ 。

(16)こ の 項 に つ い て は,次 を参 照 せ よ:∫1.N.KocT田xHHa-0.B.IHy肋rHHa,

《OnHcaHHepyKonHcHレ1360pHHKaCBHTocJlaBa1073ro且a》,HayqHbl血annapaT,

cTp.61一;C皿MeoHoBc60pHHK,cTp.102一.

(17)CHMeoHoBC60pHHK.,cTp.158の 例 を引 用 した。
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